
RW-12・12Ｄ・12E・12H・12V専用 高さ調整ステー取扱い説明書

 

荷台枠
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この度はロッキーインナーキャリアオプションパーツ｢ＲＷ-60・60Ｄ・60Ｈ｣をお買い上げいただきありがとうございます。

常に安全な状態で、ご使用して頂く為に｢取扱い説明書｣をよくお読みの上、正しくご使用ください。

尚、販売店にて本製品を取付けられましたら、本書を必ずお客様にお渡しください。

製品(組立て、取付け等)についてご不明な点は、お買い求めの販売店又は弊社までお問い合わせください。

誤った組立て、取付け、使用による事故等の責任は一切負いかねますので、ご了承ください。

ご使用前に

品番／RW-60 ・60D ・60H

● 本製品は、RWシリーズ12・12D・12E・12H・12Ｖ専用のオプションパーツとなります。

　　それ以外のシリーズ及び、品番には取付け出来ません。

● 本製品を取付ける前にお客様で保管されていますラゲッジバー「RWシリーズ12・12D・12E・12H・12V」の取扱い

　　説明書を必ずご用意して下さい。

　　（紛失された場合は、弊社ホームページにて取扱い説明書は閲覧できますので必ずご確認をお願いいたします。

    ■ 弊社ホームページ 【https://www.rocky.ne.jp/】 【https://www.rocky.ne.jp/support/manual/】

● 本製品の取付けには「プラスドライバー/10mmスパナ」が必要となります。

構成パーツ

● 構成パーツは検査済みですが組立てを行う前に必ず、「矢印が示す曲げ形状」のご確認をお願いします。

高さ調整金具 4

数量No

①

部品名称

①

標準(Ｌ型ステー)パーツとの比較

■ 高さ調整ステーは、 ラゲッジバー標準Ｌ型ステーより 1 段階 (25mm) 高い位置と 3 段階 (75mm/25mm ピッチ ) で

　　低くできる仕様になっております。 予めラゲッジバーに積載する積載物等の高さを計測しておくことをお勧めいたします。
　　その上で高さ調整金具の調整穴の位置を決めてご使用ください。 〔図 -1〕

※ 高さ調整金具は 2 段目の穴が RW-12 シリーズ ・ ラゲッジバーの 「標準の高さ」 の状態になります。
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標準 ・ インナークランプ ハイ ・ インナークランプ

75 ㎜

■　取付け可能屋根高

・ ハイ ・ インナークランプ /高

337～ 362㎜

・ ハイ ・ インナークランプ /低

312～ 337㎜

・ 標準インナークランプ /低

237～ 262㎜

※ 高さ調整ステーの品番によって対応できる RW-12 シリーズの各品番 ( 車種 ・ 型式 ) が異なります。

・ RW-60 ・ RW-60D ・ RW-60H

25mm

25mm

25mm

25mm

「標準の高さ」
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・ 標準 Ｌ型ステー

※ お求めになった品番の 「同形状の商品」 が 4 枚

　　梱包されています。

「高い」

「低い」
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※ 尚、 取付けボルト等部品類の紛失 / 部品の買い替えにつきましては、 補修部品で対応可能ですのでホームページの
　　お問い合わせから 「RW-12 シリーズの構成パーツ表」 をご確認していただきメールにてお問い合わせください。

・ バネ座金 M8

・ 締付けノブ M8・ 平座金 M8
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・ 角根ボルト M6

・ ナイロンワッシャー

・ 平座金Ｍ6

・ バネ座金

・ 六角ナット
ハイ ・ インナークランプ

3　ハイ ・ インナークランプの組み付けの際は、 下側にインナー保護キャップを差し込み、 角根ボルト M6、 ナイロンワッシャ
    ー平座金 M6、 バネ座金 M6、 六角ナット M6 にて締付けます。 （尚、 ボルト類は、 取り外したボルト類を再利用してく
    ださい） 〔図 -3〕
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図 -２

１　現在、 取付けされているラゲッジバーＲＷ-12 ・ 12D ・ 12E ・ 12H ・ 12V を取り外す作業になります。 RW-12 シリーズ
　　の 「取扱い説明書の取付け方法」 の一読をお願いします。 取り外す際は、 十分に頭上に注意して降ろして下さい。 
　　始めにラゲッジバーに取付けられているＬ型ステーと 「ＲＷ-16 シリーズ」 を取付けている＊⑦六角ボルト M6 を取り外し
　　て保管して下さい。＊⑦六角ボルトセット M6 を落として無くさないよう十分に注意して取り外し作業を行って下さい。
　  〔＊取付けに必要になります〕　

2　ラゲッジバーを取り外す際は、 十分に頭上に注意して降ろしてください。 ラゲッジバーを降ろした後、Ｌ型ステーを
　　状態で標準インナークランプのみ取り
    外してください。 ハイ ・ インナークランプは、 脚ステーの角穴にお客様が決められた高さの位置で取り付けを行ってくだ
    さい。　〔図 -3〕
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図 -４

注意：キャリアを屋根から降ろす際は必ず「4人以上」でゆっくりとキズをつけないように慎重に行ってください

3　ハイ ・ インナークランプの組み付けの際は、 下側にインナー保護キャップを差し込み、 角根ボルト M6、 ナイロンワッシャ
    ー平座金 M6、 バネ座金 M6、 六角ナット M6 にて締付けます。 （尚、 ボルト類は、 取り外したボルト類を再利用してく
    ださい） 〔図 -3〕
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4　ハイ ・ インナークランプを取付けて次に脚ステー裏のキャップボルトを脚ステーを内側にスライドができるように緩めます。
　　内側に貼ってある塩ビテープは、 高さを高くするほど脚ステーの先端は内側の方向に移動するため脚ステーの幅を調整
    するために剥がしてください。 〔図 -4〕
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5　後は、 SA-21H ・ SA-21HB の 「取扱い説明書の取付け方法」 をよくご確認していただき取付けを行ってください。

6　最後に脚フレームのスライド穴に塩ビテープを貼ってスライド穴を塞いでください。 〔図 -6〕
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図 -６

緩める

キャップボルト 左右対象に貼る

内側

外側

塩ビテープ

　　後は、 RW-12 シリーズの 「取扱い説明書の取付け方法」 をよくご確認していただき取付けを行ってください。4
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〔図 -3〕

本締め (1)

本締め (2)

2
1

3

45

〔図 -2〕
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・ 溝の向きに注意

緩める (2)
仮締め (1)
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注意：ラゲッジバーを取り外す際は、必ず「2人以上」でゆっくりとキズをつけないように慎重に行ってください

2　L 型ステーが付いたラゲッジバーを取り外した後、Ｌ型ステーに組付けてある、＊②六角ボルトセットＭ6 を取り外して保管し
    て下さい。 予め高さを決めた①高さ調整ステーの丸穴に曲げの向きに注意して＊②六角ボルトセットＭ6 を通してラゲッジ
　　バーに組付け済の④ステップ金具 ( ナット付 ) に仮締めをします。 この時、⑤六角ボルトセットを緩めておきます。
　　〔＊取付けに必要になります〕
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〔図 -2〕

2　①高さ調整ステーを取付けたラゲッジバーをラゲッジバーを外した手順と逆に取付けを行って行きます。 マルチレールに入
　　っている⑥レールスライド金具のネジ穴の位置に合わせ、 下から＊⑦六角ボルトセットＭ6 にて締付けます。 この時、 左右
　　とも同じ高さの位置になっているかの確認を行って下さい。 ラゲッジバー溝の向きに注意して、        の仮締めの②六角ボ
　　ルトセットと       の緩めた⑤六角ボルトセットを本締めします。　　
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〔図 -3〕
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　　取付け終了後、⑧マルチレールを上下にゆすりガタツキが無いことを確認してください。 ガタツキがある場合は再度取付けを
　  やり直して下さい。
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注意：取付けた初期段階では初期ユルミが発生します。定期的に締付部の増し締めを行い、状態の確認を行って下さい

1

8


